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  全システムを自社開発・運用する
  唯一のネット証券

　ネット証券業界のキーカンパニー、カ
ブドットコム証券は2006年1月、Meネット
証券株式会社と合併し口座数約46万
口座、預り資産1兆円を超えるなど顧客
基盤の一層の拡大を実現した。また同
社は三菱UFJフィナンシャル・グループ
のネット専業証券であることから、2006
年4月の銀行法改正に伴う新たなサー
ビス展開にも注目が集まっている。
　同社の急成長のベースには、「負けた
くない、儲けたい」と願うネット個人投資
家の思いに応えていくという、シンプルで
はあるが、顧客重視に徹した基本的な
考え方がある。この考え方を推し進めた
ものが、お客様の投資成績を重視する
「リスク管理追求型」という同社の事業
コンセプトだ。このコンセプトはネット証券
の根幹となるシステムにも活かされてい
る。
　「創業当初、リスク軽減に役立つ逆
指値というサービスをどうしても実現した
いということがありました。そのためにはフ

ロントオフィスとバックオフィスの両方を
自社開発・運用することが不可欠でし
た」と、同社システム統括部 情報技術
課の谷口有近氏は語る。競合他社がコ
スト面からバックオフィスをアウトソーシン
グする中、同社はバックオフィスを含む全
システムの自社開発・運用にこだわっ
た。「バックオフィスをアウトソーシングす
るとフロントオフィスとのインターフェース
の自由度がどうしても損なわれてしまいま
す。新しいサービスをスピーディに市場
へ提供するためにも必須の要素です」
（谷口氏）

  24時間365日、少人数での
  安定運用を支える「AppManager」　
　現在、株式市場で扱うデータ量は加速度
的に増大している。同社のシステムからお客
様へデータが送信されるアウトプット量でみる
と、2005年11月末では300Mbpsだったの
が、2006年１月のライブドアショック直後に
は480Mbpsを記録。「これは前年度の一年
分のアウトプット量をわずか２ヶ月で消費した
ことに匹敵する」（谷口氏）。同社はデータ量

増大への対応として2006年１月1日にサー
バを増強していたのでこれに対応できた。
　同社のシステムは、Windows Server 
2003を中心とするN階層システムだ。現在
（2006年３月末時点）、260台のサーバ
が稼動している。また、パソコン、携帯電
話、電話などマルチチャンネル化も実
現。加速度的に増えるデータ量のもと、
260台のサーバ、マルチチャンネル、バッ
クオフィスを含む全システムの運用管理
を、わずか３名のスタッフ（開発系13名を
加えても16名）で担っている。24時間
365日、少人数での安定運用を可能に
しているのが、名実ともに運用管理ツー
ル分野をリードするNetIQ社のシステム
監視ソリューション「AppManager」だ。
　同社は創業当初から「AppManager」
をシステム監視のベースに活用してい
る。「当社のシステム運用管理の基本
は、すべてのサーバ、すべてのアプリケー
ションがイベントログを書き出すことにあり
ます」（谷口氏）。「AppManager」は全イ
ベントログを収集、監視し、システム障害
の発生や、その予兆があったときに警告

を出す。「当社では原因を追いやすくする
ため、様々にエラー通知が出力されるよう
にしています。通知の件数をカウントして
問題点を指数化しトラブルを未然に防ぐ
上でも「AppManager」は役立っていま
す。大量の通知を処理するパフォーマン
スもたいへん優れています」と、谷口氏は
力強く語る。
　完璧なシステムというものは余り現実
的ではない。またアクセス数の急激な増
大など想定しない問題も発生する。トラ
ブルが起きたときの初動体制にも
「AppManager」は有効であると谷口
氏はいう。「イベントログをキーにして複
雑な動作をさせることができるのも
「AppManager」の便利なところです。
例えば、あるエラーの発生した数分後に
サーバを使えなくなるという事例が起きた
ことがあります。すぐに、そのエラーが発
生したときに、エラーが発生したWeb
サーバを自動的にオフラインにする仕組
みをつくりました。それに要した時間は
「AppManager」を使って約30分でし
た」（谷口氏）。さらに「問題が発生した

ら、まず初動体制として運用で対応す
る。その後、落ち着いて本格的な対応に
取り組む。大事なのはシステムが止まら
ないことではなく、サービスを止めないこ
とです。こうした運 用ポリシーに
「AppManager」は非常に合っていま
す」と、谷口氏は明快に語る。

  低コストで簡単に、なおかつ
  より高い水準のSLMの実現へ　
　同社では、2002年11月に国内証券で
初めてSLA（Service Level Agreement
＝サービス品質保証制度）を導入してい
る。株式注文の執行時間（5分）を保証
し、遅延の際は差額を返却する。「SLAを
可能にしているのは、「AppManager」で
常時監視し、それを自社で開発・運用して
いるスタッフが見ていればこそです」（谷口
氏）。誰もが使いやすい「AppManager」を
ベースに、運用管理のフローを築くことで運
用管理のクオリティの均一化も図れる。ま
たAppManage r 6 .0のファミリー製品
「AppManager Performance Profiler」
についても、パイロット導入テストが実施

され、満足する結果が得られている状態
だ。本格導入後のサービスレベル向上に
大きな期待が寄せられているとともに、シ
ステムレポートの開示を重視する同社で
は「開示の前提としてまず経営層に対し
て説明するためのレポート作成面でも有
効なツール」（谷口氏）と別な側面での評
価も高い。
　今後も法律・制度の改正が予定されて
おり、証券業界は大きな変化の渦の中
にある。「当社も変化に応えて新しい仕
組み、新しい横断的なサービスを次々と
打ち出していくことになります。そのため
にシステムも進化していく。そうした中で、
いかに低コストで簡単に、かつより高い
水準のSLMを実現していくか。お客様
の気持ちになり「お客様の顔が見えるシ
ステム」を運用管理の基本に据え、特に
未知のエラーが発生した際のSLAは相
当難しいので、そうした視点も含めて今
後も「AppManager」と付き合っていき
たいと思います」と、谷口氏は将来を見
据えて語る。
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